
１ 現下の国際情勢を踏まえた日印の戦略的協力関係の深化
FOIP：進化版FOIPを歓迎。印のインド太平洋海洋イニシアティブ・MAHASAGARとの連携
を確認。印北東部からベンガル湾を結ぶ「産業バリューチェーン」の具現化にコミット。同地域開
発での日本の貢献を評価。
安保・防衛協力：訓練の深化や艦艇整備協力を含む海洋安保協力の拡大で一致。日本の
防衛装備移転三原則の見直しを歓迎。艦艇搭載用複合通信空中線(UNICORN)プロジェ
クトの技術的詳細部分に関する大枠合意達成に満足の意を表明。他の防衛装備・技術のプロ
ジェクトの可能性を追求。これらの協力拡大に向け、次回日印「2+2」の年内開催を指示。
人的交流・自治体交流等：日印国交樹立75周年事業を推進。大学・研究者間交流の重要
性を確認。日本語パートナーズ派遣を含む、インドにおける日本語教育の進展を評価。アニメ、
漫画、ゲーム、映画といったコンテンツ産業の重要性を確認。山梨県とUP州の協力を始めとする
地方自治体間交流を促進。日印友好交流促進知事ネットワークの設立を歓迎。

日印首脳共同声明（骨子）
共通の成長・繁栄・強靱性のための戦略的方向性を共有する信頼のパートナーシップ

令和8年7月 外務省南部アジア部

昨年打ち出した「今後10年の協力の方向性」を再確認し、経済安全保障やエネルギー安全保
障を含む喫緊の課題を中心に、日印の相互補完的協力を推進し、日印の「特別戦略的グロー
バル・パートナーシップ」の一層の強化を目指す。
①経済安全保障協力に関する日印共同宣言、②AI分野における協力に関する日印共同声
明も同時に発出。

１ 総論
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２ 二国間協力



２ 経済安保・エネルギー安保分野での日印協力の推進
経済安保：恣意的な輸出規制を含む経済的威圧と非市場的政策・慣行への深刻な懸念を表
明。多様で強靱な信頼性のあるサプライチェーン・公正な競争環境の重要性を強調。経済安
全保障協力に関する日印共同宣言を発出し、半導体・重要鉱物・ICT・クリーンエネルギー・医
薬品の優先5分野での案件ベースの協力推進で一致。
エネルギー安保：備蓄強化を含むエネルギー強靱性の協力文書を発出。印におけるバイオガ
ス・グリーンアンモニア製造・拡大に向けた協力の促進。印のIEA参加に向けた支持を表明。
POWERR Asia等、エネルギー強靱性を強化するための地域イニシアティブの重要性を強調。

3 投資・イノベーション協業を通じた日印両国の経済成長の共創
貿易・投資：印のビジネス環境改善への印側のコミットメントを確認。日印CEPAの実施及び完
全かつ効果的な活用に関する検討の加速化を確認。中小企業やスタートアップの印進出を支
援、日印産官学の連携を促進。現地通貨取引を含む金融協力・決済連携の強化を確認。ヘル
スケア分野での協力強化の重要性を認識。
高速鉄道事業・モビリティ：E10系新幹線導入に向けた協力を引き続き進めることで一致。次世
代モビリティ・パートナーシップ(NGMP)に関するMoC署名を歓迎。
AI・科学技術：AI分野における協力に関する日印共同声明を発出。信頼性の高い強靱なデ
ジタルインフラ整備、広島AIプロセス等に基づく信頼性のあるAIサプライチェーンの確保を確認。先
端科学技術における協力と交流の重要性を強調。LOTUSプログラム等を通じた共同研究、人
的交流の促進、量子に関するLoI署名を歓迎。

２ 二国間協力（続き）

同志国連携（含：日米豪印）：日米豪印首脳会合の早期開催に向けた協力を確認。
ASEAN一体性・中心性を強く支持。日印比トラック1.5政策対話の開催に向けた準備を開始。
国際開発金融機関を通じた取組等、重要鉱物のサプライチェーンの強化に向けた協力を確認。

３ 地域情勢
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国連改革：安保理改革の早期実現への決意を表明。改革後の安保理での常任理事国入り
への相互支持を表明。双方の非常任理事国選挙（任期：印2028-29、日2033-34）にお
ける相互支持を表明。
防災：仙台防災枠組の精神と原則の継承とアジア太平洋防災閣僚級会議(2027年 於:仙
台)での両国の協力を確認し、第4回国連防災世界会議（2030年）の印開催を支持。

東シナ海・南シナ海：情勢への深刻な懸念を表明。航行・上空飛行の自由及び安全を妨げ
るあらゆる一方的な行動、並びに力又は威圧による現状変更の試みに強く反対することを改
めて表明。
北朝鮮：北朝鮮の核・ミサイル計画に対する深刻な懸念を共有。国連安保理決議に従った
北朝鮮の完全な非核化へのコミットメントを再確認。拉致問題の即時解決の必要性を再確
認。
ミャンマー：情勢の懸念を表明し、敵対行為の即時停止及び平和的かつ持続的解決に向けた
包括的対話のための環境醸成を要請。
中東：持続的な平和・安定の実現に向けたコミットメントを再確認。ホルムズ海峡における自由
で安全な航行の確保、エネルギー等の安定したサプライチェーンの維持、UNCLOSに反映された
国際法の遵守の重要性を強調。ガザ再建に向けた包括的計画の推進、 「二国家解決」の重
要性を強調。
アフリカ：「アフリカにおける日印協力拡大に向けた戦略的展望」の策定を歓迎。 TICAD及
びインド洋・アフリカ経済圏イニシアティブを含む両国の取組を踏まえ、アフリカにおける協力の
推進を再確認。
ウクライナ情勢:ウクライナにおける公正かつ永続的な平和を支持。その実現に向けた継続中の
外交努力を歓迎。
テロ：越境テロを含むあらゆる形態及び態様による全てのテロと暴力的過激主義を強く非難。
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３ 地域情勢（続き）

４ 国際場裏における協力


